
自
主
財
源

依
存
財
源

繰入金
30.3億円 4.6%諸収入

29.4億円 4.4%

使用料など
24.2億円 3.7%

市債55.9億円
8.4%

国・県支出金
142.7億円
21.5%

交付金・譲与税
51.2億円 7.7%

地方交付税
53.5億円
8.1%

54.3%

45.7%

衛生費
52.0億円
7.8%

土木費
56.3億円
8.5%

教育費
64.4億円
9.7%

公債費
51.5億円
7.8%

商工費
15.5億円
2.3%

総務費
67.8億円
10.2%

消防費
30.0億円 

4.5%

その他11.9億円 1.8%

諸支出金26.8億円 4.1%

民生費
287.0億円
43.3%

市税
276.0億円
41.6%
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過去最大の予算で諸課題に対応
３年度一般会計予算

一般会計・特別会計・企業会計　総額1,168億8,233.9万円

（前年度比＋３．1％）

主な事業

その他の会計

６63億2,000万円

特別会計

8億227万5千円 1億5,865万9千円 2億7,476万3千円
八幡地区まちづくり整備事業 給食費減免事業 赤塚山公園整備事業

名鉄八幡駅周辺地区における大規模
商業施設の立地に伴う渋滞緩和対
策・交通安全対策等のために、道路
改良工事等を実施。

子育て世帯の経済的負担の軽減を図
り、子育てを支援するため、保育所
等に通う児童の給食費を一部減免。

令和５年度の開園30周年に向けて、
さらに施設の魅力を向上させるた
め、賑わいゾーンを中心に再整備を
実施。

企業会計
会 計 名 3 年度当初（前年度比）

豊川西部土地区画整理事業 ２億 1,450 万円 （ △ 2.3 ％）
豊川駅東土地区画整理事業 ２億 8,830 万円 （ △ 0.5 ％）
公 共 駐 車 場 事 業 １億 2,360 万円 （ △ 46.7 ％）
国 民 健 康 保 険 150 億 8,700 万円 （ △ 0.9 ％）
後 期 高 齢 者 医 療 29 億 4,770 万円 （ ＋ 2.8 ％）
土 地 取 得 ２億 9,300 万円 （　　　0 ％）
一 宮 財 産 区 管 理 事 業 90 万円 （ ＋ 12.5 ％）
赤 坂 財 産 区 管 理 事 業 270 万円 （ △ 3.6 ％）
長 沢 財 産 区 管 理 事 業 350 万円 （ △ 5.4 ％）

萩 財 産 区 管 理 事 業 810 万円 （ △ 3.6 ％）

計 189 億 6,930 万円 （ △ 0.9 ％）

会 計 名 3 年度当初（前年度比）
水 道 事 業 50 億 3,838.7 万円 （＋ 1.6％）
下 水 道 事 業  76 億 4,249.7 万円 （＋ 1.8％）
病 院 事 業 189 億 1,215.5 万円 （△ 1.3％）

計 315 億 9,303.9 万円 （△ 0.1％）

歳 出 歳 入

※小数点第2位以下は四捨五入しており、必ずしも合計は一致しません。
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3年度一般会計予算を可決！
予算特別委員会

原案可決3年度一般会計予算
※
会
派
別
賛
否
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
７
、
８
ペ
ー
ジ
の
議
決
状
況
の
一
覧
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

反

対

賛

成
医
療
、
暮
ら
し
等
に
対
す
る

抜
本
的
な
支
援
を
行
う
べ
き

諸
課
題
に
適
切
に

対
応
す
る
た
め
の
予
算
で
あ
る

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、経
済
対
策
優
先
で
、住
民
の
命
や
健
康

が
後
回
し
に
な
っ
て
い
る
。イ
オ
ン
モ
ー
ル
誘
致
の
た
め
の
道
路
整
備
を
コ
ロ
ナ
禍
で

も
粛
々
と
進
め
る
や
り
方
は
、イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
都
合
に
合
わ
せ
た
市
政
運
営
で
あ

る
。法
人
税
減
税
等
を
元
に
戻
し
、所
得
の
再
配
分
機
能
を
発
揮
さ
せ
、高
齢
者
に

も
若
い
世
代
に
も
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
渡
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。市
が
行

う
べ
き
は
医
療
、暮
ら
し
な
ど
に
対
す
る
抜
本
的
な
支
援
で
あ
り
、反
対
す
る
。

・ 

設
楽
ダ
ム
の
負
担
金
等
に
つ
い
て
、ダ
ム
の
完
成
時
に
は
市
の
水
需
要
は
下
降

す
る
見
通
し
で
あ
り
、需
要
の
見
込
め
な
い
新
規
利
水
の
ダ
ム
よ
り
も
、現
在

の
施
設
更
新
に
税
金
を
投
入
す
べ
き
で
あ
り
、反
対
す
る
。

・ 

市
で
は
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
様
々
な
種
目
の
大
会
が
開
催
さ
れ
、市
民
体
育

大
会
は
役
目
を
十
分
に
果
た
し
た
。ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
に

も
中
止
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
り
、反
対
す
る
。

　

大
型
商
業
施
設
の
建
設
が
予
定
さ
れ
る
八
幡
駅
周
辺
地
区
に
お
け
る
渋
滞
緩

和
な
ど
の
基
盤
整
備
等
、活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
、豊
川
公
園
に
お

け
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
こ
ど
も
広
場
の
整
備
な
ど
、賑
わ
い
の
創
出
に
取
り
組
ん

で
い
る
。防
災
対
策
で
は
、防
災
行
政
無
線
の
更
新
な
ど
の
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
、子
育
て
支
援
で
は
、子
育
て
応
援
金
の
給
付
等
の
実
施
、高

齢
者
福
祉
で
は
、フ
レ
イ
ル
対
策
と
し
て
関
係
部
署
が
連
携
し
、支
援
体
制
が
整

え
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
や
、中
小

企
業
者
等
に
対
す
る
支
援
な
ど
、市
民
の
命
や
暮
ら
し
を
守
る
取
り
組
み
に
も

対
応
し
て
い
る
。歳
入
で
は
、有
利
な
市
債
の
厳
選
等
に
よ
り
後
年
負
担
に
配
慮

し
、基
金
の
積
極
的
か
つ
有
効
な
活
用
や
特
定
財
源
の
確
保
に
努
め
、着
実
な
事

業
の
進
捗
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、諸
課

題
に
適
切
に
対
応
し
た
予
算
で
あ
り
、賛
成
す
る
。

【
問
】
３
年
度
予
算
の
認
識
は
。

【
答
】
コ
ロ
ナ
禍
で
の
感
染
拡

大
防
止
と
経
済
活
動
の
段

階
的
引
き
上
げ
と
の
両
立

に
重
点
を
置
き
つ
つ
、
重

点
施
策
で
あ
る
第
６
次
総

合
計
画
や
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

工
程
計
画
の
着
実
な
推
進

と
諸
課
題
へ
の
対
応
の
た

め
、
積
極
的
な
編
成
を
行

っ
た
。
過
去
最
大
の
予
算

規
模
だ
が
、
市
民
ニ
ー
ズ

や
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

実
現
に
向
け
、
様
々
な
課

題
に
積
極
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、「
元
気
な
と
よ

か
わ
」
の
維
持
に
資
す
る

予
算
で
あ
る
。

【
問
】
企
業
誘
致
や
雇
用
創
出

へ
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
安
心
で
満
足
で
き
る
暮

ら
し
を
続
け
る
た
め
、
定

住
・
交
流
人
口
の
増
加
や

雇
用
創
出
に
よ
る
人
口
増

を
目
指
す
こ
と
は
大
変
重

要
な
課
題
で
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
積
極
的
に
推
進
す
る
。

定
住
促
進
施
策
と
し
て
は
、

土
地
区
画
整
理
事
業
や
拠

点
駅
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

【
問
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
取
り
組
み

は
。

【
答
】
公
共
施
設
に
お
け
る
感

染
拡
大
防
止
対
策
を
は
じ

め
、
救
急
医
療
体
制
の
確

保
、
一
時
生
活
支
援
事
業

の
増
額
、
中
小
企
業
者
へ

の
信
用
保
証
料
補
助
等
の

増
額
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
円
滑
な
環
境
整

備
に
向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

支
援
員
の
増
員
な
ど
、
多

く
の
事
業
費
を
計
上
し
た
。

【
問
】
基
金
を
積
む
よ
り
、
市

民
や
事
業
者
な
ど
の
救
済

に
充
て
る
考
え
は
。

【
答
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
や
経
済

対
策
な
ど
、
状
況
に
応
じ

て
様
々
な
事
業
が
補
正

予
算
で
計
上
さ
れ
る
と

思
う
が
、
必
要
と
な
る
財

源
は
、
補
正
予
算
計
上
時

の
留
保
財
源
や
財
政
調
整

基
金
等
を
活
用
す
る
こ
と

に
な
る
。

一般会計予算案に対する各会派の総括質疑

ここが聞きたい！３年度予算

討 論
本会議


